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三木 勉

印
刷
部
数
11
万
1
5
0
0
部

秋
の
拡
大
は
10
月
27
日
現
在
、
3
2
7
3
人
が
加
入
、
拡
大
率

2
・
86
％
に
到
達
し
、
文
京
、
板
橋
、
豊
島
、
北
、
目
黒
、
杉
並
、

狛
江
、
多
摩
西
部
、
西
多
摩
、
府
中
国
立
、
八
王
子
、
多
摩
・
稲

城
、
西
東
京
の
13
支
部
が
3
・
5
％
目
標
を
達
成
し
ま
し
た
。

現場の声を届けようと団結

全
建
総
連
関
東
地
方
協
議
会
連

絡
会
は
第
70
回
建
設
・
住
宅
企
業

交
渉
を
10
月
17

日
、
18
日
を
中

心
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
こ
の

2
日
間
の
参
加

は
9
県
連
組
合

8
1
2
人
（
東
京
土
建
は
2
4
2

人
）
で
、
交
渉
先
は
ゼ
ネ
コ
ン
27

社
、
住
宅
企
業
4
社
、
サ
ブ
コ
ン

8
社
で
し
た
。
両
日
の
交
渉
の
午

前
中
は
日
本
教
育
会
館
で
決
起
集

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

17
日
の
集
会
で
あ
い
さ
つ
に
立

っ
た
全
建
総
連
本
部
の
勝
野
書
記

長
は
、
初
め
に
相
次
ぐ
台
風
で
被

災
し
た
組
合
員
へ
の
お
見
舞
い
の

言
葉
を
述
べ
、
支
援
を
具
体
化
す

る
と
報
告
。
さ
ら
に
オ
リ
・
パ
ラ

現
場
従
事
者
の
声
に
よ
り
、
大
会

組
織
委
員
会
と
意
見
交
換
が
で
き

た
こ
と
や
全
建
総
連
大
会
の
運
動

課
題
を
報
告
し
、
若
者
に
選
ば
れ

る
産
業
に
し
て
い
く
た
め
、
11
月

の
中
央
総
決
起
大
会
で
前
進
す
る

と
決
意
を
示
し
ま
し
た
。

基
調
報
告
は
松
本
全
建
総
連
賃

金
対
策
担
当
中
央
執
行
委
員
（
東

京
土
建
本
部
副

委
員
長
）
が
行

な
い
、
企
業
交

渉
で
要
求
し
、

企
業
側
と
の
合

意
事
項
を
現
場

で
実
践
・
獲
得
し
、
仲
間
に
周
知

す
る
と
い
っ
た
「
企
業
交
渉
・
現

場
運
動
の
原
点
回
帰
」
が
求
め
ら

れ
て
お
り
、
具
体
的
な
要
求
の
実

現
を
一
つ
で
も
勝
ち
取
る
た
め
に

が
ん
ば
ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

要
求
解
説
を
行
な
っ
た
長
谷
部

関
東
地
協
連
絡
会
賃
金
対
策
事
務

局
次
長
は
、
外
国
人
材
活
用
、
賃

金
、
工
期
、
現
場
環
境
な
ど
の
問

題
で
元
請
が
責
任
回
避
し
て
い
る

実
態
を
明
ら
か
に
し
、
企
業
側
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
約
を
結
ん

で
、
合
意
し
た
こ
と
を
実
践
で
き

る
よ
う
に
交
渉
を
成
功
さ
せ
よ
う

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

集
会
の
最
後
に
団
結
ガ
ン
バ
ロ

ー
を
三
唱
し
、
参
加
者
は
午
後
の

交
渉
に
出
発
し
ま
し
た
。

超過達成間違いないと喜ぶ青梅2分会

秋
の
拡
大
も
い
よ
い
よ
最
終
盤

の
10
月
23
日
、
西
多
摩
支
部
の
こ

れ
ま
で
の
到
達
は
3
・
5
％
目
標

1
3
4
人
（
支
部
目
標
は
1
5
3

人
）に
対
し
て
1
1
3
人
の
加
入
。

目
標
ま
で
あ
と
21
人
に
迫
り
、
達

成
に
向
け
て
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
に

入
り
ま
し
た
。

こ
の
日
、
青
梅
2
分
会
で
は
、

13
人
の
仲
間
が
上
長
淵
会
館
に
集

ま
り
、
い
ち
早
く
の
達
成
を
祝
い

ま
し
た
。目
標
6
人
を
ク
リ
ア
し
、

あ
と
2
人
も
ほ
ぼ
確
定
で
超
過
達

成
も
間
違
い
な
し
と
の
こ
と
。
新

加
入
者
は
各
群
か
ら
ま
ん
べ
ん
な

く
あ
っ
た
そ
う
で
、
対
象
者
も
5

人
ほ
ど
残
っ
て
お
り
、
ま
だ
ま
だ

行
動
は
続
け
る
予
定
で
す
。

「
今
回
も
春
に
続
き
、
や
っ
ち

ゃ
っ
た
か
な
」
と
話
す
の
は
、
今

年
初
め
て
分
会
長
に
な
っ
た
西
川

哲
郎
さ
ん
。春
も
秋
も
出
陣
式
で
、

周
囲
の
反
対
を
よ
そ
に
超
過
達
成

を
宣
言
。
「
そ
れ
も
仲
間
を
信
じ

て
た
か
ら
。
何
と
か
な
る
だ
ろ
う

と
」
。

で
も
、
た
だ
宣
言
し
た

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
日
も
現
場
で
仲
間
に

声
を
か
け
、
10
月
の
群
会

議
に
は
分
会
役
員
で
手
分

け
し
て
協
力
を
呼
び
か
け

に
ま
わ
る
な
ど
、
達
成
へ

の
努
力
を
続
け
て
き
ま
し

た
。翌

週
に
は
超
過
達
成
を

確
実
な
も
の
に
し
て
打
上

式
を
行
な
い
、
は
ず
み
を

つ
け
て
11
月
3
日
に
は
分

会
旅
行
だ
と
盛
り
上
が
る

青
梅
2
分
会
の
皆
さ
ん
で

し
た
。

【
豊
島
・
主
婦
・
相
良
眞
理
通

信
員
】
豊
島
支
部
の
秋
の
拡
大
月

間
は
9
月
1
日
の
ポ
ス
タ
ー
張
り

出
し
と
チ
ラ
シ
配
布
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。
9
月
29
日
の
支
部
中
間

決
起
集
会
ま
で
に
、
南
池
袋
分
会

は
組
合
員
5
人
を
拡
大
、
残
り
2

人
で
折
り
返
し
の
後
半
戦
に
突
入

し
て
い
ま
し
た
。

第
4
次
統
一
行
動
日
の
10
月
3

日
、
役
員
と
分
会
内
事
業
所
の
2

人
が
分
会
セ
ン
タ
ー
に
「
加
入
申

込
書
」
を
持
っ
て
き
て
く
れ
ま
し

た
。
今
回
初
め
て
拡
大
月
間
半
ば

で
目
標
を
達
成
で
き
ま
し
た
。
今

年
の
拡
大
は
仲
間
の
紹
介
で
仲
間

が
増
え
ま
し
た
。
す
ぐ
に
セ
ン
タ

ー
に
集
ま
っ
て
い
た
14
人
で
乾

杯
、
達
成
を
祝
い
ま
し
た
。
陽
気

で
、
楽
し
い
仲
間
た
ち
の
笑
顔
で

い
っ
ぱ
い
の
夜
で
し
た
。

第
8
次
行
動
ま
で
続
く
残
り
の

統
一
行
動
日
に
も
セ
ン
タ
ー
に
集

ま
り
、
未
加
入
事
業
所
へ
の
組
合

案
内
の
ポ
ス
ト
イ
ン
を
や
り
切

り
、
今
年
1
月
1
日
の
支
部
組
織

人
数
の
回
復
を
め
ざ
し
ま
す
。

今
後
も
セ
ン
タ
ー
に
結
集
し
、

最
後
の
最
後
ま
で
頑
張
り
ま
す
。 月間半ばで早期達成を果たした南池袋分会

■
こ
の
秋
の
台

風
被
害
は
甚
大
だ

っ
た
。
と
く
に
19

号
は
東
京
で
も
河

川
の
氾
濫
、
堤
防

の
決
壊
と
建
物
の
倒
壊
、
床
上

浸
水
な
ど
が
起
き
、
組
合
員
も

被
災
し
た
。
15
号
の
被
害
は
強

風
に
よ
る
建
物
の
損
害
と
停
電

や
断
水
と
い
っ
た
2
次
被
害
が

特
徴
的
だ
っ
た
が
、
19
号
は
関

東
か
ら
中
部
、
東
北
に
か
け
て

洪
水
の
爪
痕
を
残
し
、
水
害
対

策
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

■
水
害
で
は
建
物
の
上
層
階

で
身
を
守
る
と
い
う
垂
直
避
難

も
有
効
だ
と
い
う
。
避
難
所
へ

向
か
う
か
自
宅
の
2
階
に
避
難

す
る
の
か
、
迅
速
な
判
断
が
求

め
ら
れ
る
が
、
長
野
県
で
は
千

曲
川
の
堤
防
の
決
壊
を
察
知
し

て
、
半
鐘
を
鳴
ら
し
て
住
民
に

危
険
を
知
ら
せ
た
消
防
団
員
が

い
た
。
地
域
に
自
然
災
害
を
熟

知
す
る
人
た
ち
が
い
る
こ
と
の

重
要
性
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
組
合
の
ま
ち
の

救
助
隊
も
日
々
研
さ
ん
に
努
め

る
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

■
都
内
の
自
治
体
で
は
水
害

対
策
で
の
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
墨
田
、
江
東
、
足
立
、
葛

飾
、
江
戸
川
の
各
区
は
都
外
な

ど
へ
の
広
域
避
難
を
検
討
し
た

が
、
鉄
道
の
計
画
運
休
の
実
施

に
よ
り
見
送
っ
た
。
狛
江
市
で

は
当
初
の
避
難
所
が
満
員
に
な

り
、
急
き
ょ
市
議
会
本
会
議
場

を
避
難
所
に
充
て
て
い
る
。
台

東
区
で
は
野
宿
者
の
避
難
所
利

用
を
拒
否
し
た
が
、
多
摩
川
の

河
川
敷
で
は
野
宿
者
が
犠
牲
に

な
っ
て
い
る
。
全
て
の
住
民
の

命
と
安
全
を
守
る
た
め
、
自
治

体
は
も
っ
と
緻
密
な
防
災
対
策

を
立
て
る
べ
き
だ
ろ
う
。

「
超
過
達
成
す
る
」と
宣
言

西 多 摩
・青梅２

分
会
役
員
が
協
力
呼
び
か
け月

間
半
ば
で
達
成

豊島・
南池袋

仲
間
の
紹
介
で
増
え
た

建
設
・
住
宅
企
業
交
渉
を
８
１
２
人
で
開
催

建
設
・
住
宅
企
業
交
渉
を
８
１
２
人
で
開
催

仕
事
と
暮
ら
し

「
賃
金
討
議
」

運
動
の
原
点
に
回
帰
す
る

11
月
〜
12
月
に
分
会
や
群
で
賃

金
討
議
を
取
り
組
み
ま
す
。
都
連

の
討
議
資
料
に
基
づ
い
て
意
見
交

換
し
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
約
し
ま

す
。
討
議
の
結
果
は
来
年
の
大
手

企
業
交
渉
や
自
治
体
政
策
要
求
づ

く
り
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

協
約
を
結
び
合
意
し
て
実
践


